
あ
ま
り
に
急
激
な
税
負
担
の

上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
激
変
緩

和
措
置
と
し
て
「
負
担
調
整
措

置
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
２０

年
に
わ
た
っ
て
税
負
担
は
上
昇

し
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
は
、
住
宅
用
地
の

固
定
資
産
税
の
据
え
置
き
特
例

を
２
０
１
４
年
度
に
廃
止
す
る

と
と
も
に
、
経
過
措
置
と
し
て
２

０
１
２
年
度
、
２
０
１
３
年
度

は
、
負
担
水
準
（
評
価
額
に
対
す

る
前
年
度
の
課
税
標
準
額
の
割

合
）
を
こ
れ
ま
で
の
８０
％
か
ら

９０
％
に
引
き
上
げ
る
と
す
る
も

の
で
す
。

「
７
割
評
価
」
を
白
紙
に
戻
す
べ

き
で
す
。
居
住
や
零
細
事
業
者
な

ど
の
生
業
の
た
め
の
土
地
が
、
金

融
機
関
が
保
有
す
る
土
地
と
同

じ
よ
う
に
土
地
取
引
価
格
で
評

価
さ
れ
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
、
居

住
権
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
方
式
が
実
現
す
る
ま
で

に
も
２
０
０
㎡
以
下
の
住
宅
に

か
か
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
評
価
額
を
引
き
下
げ
、
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
、
住
み
続
け
る

か
ぎ
り
納
税
を
猶
予
す
る
こ
と

も
主
張
し
て
い
ま
す
。

北栄 2-3-16-203
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６
月
議
会
に
は
「
復
興
増
税
確
保
法
」
の
成
立
や
「
地
方
税
法
」

の
改
定
を
受
け
て
、「
固
定
資
産
税
」
や
「
個
人
住
民
税
」
の
増
税

が
含
ま
れ
た
市
税
条
例
の
一
部
改
定
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
改
定
内
容
に
容
認
で
き
な
い
重
大
な
問
題
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
は
市
税
収
入
の

約
４８
％(

平
成
２２
年
度
決
算
）

を
占
め
る
安
定
的
な
基
幹
税
で

す
。し

か
し
、
市
民
か
ら
は
「
土

地
の
価
格
は
下
落
し
て
い
る
の

に
固
定
資
産
税
は
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
る
、
な
ぜ
か
？
」
と
切
実

な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
１
９
９
２
年

に
自
民
党
政
府
が
、
固
定
資
産
税

の
評
価
額
を
そ
れ
ま
で
の
公
示

価
格
の
２
、
３
割
程
度
と
さ
れ
て

い
た
も
の
を
、
一
気
に
７
割
ま
で

大
幅
な
引
き
上
げ
を
強
行
し
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
負
担
水
準
の
引
き
上
げ

に
よ
っ
て
、
市
の
増
収
は
１
６
０

０
万
円
に
な
る
こ
と
が
市
当
局

か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

現
行
制
度
の
枠
組
み
で
は

「
地
価
が
下
が
っ
て
も
税
額
は

上
が
る
」
と
い
う
矛
盾
は
解
消
さ

れ
ま
せ
ん
。
地
価
公
示
価
格
の

日
本
共
産
党
は
、
銀
行
や
オ

フ
イ
ス
ビ
ル
は
高
く
、
一
般
商
店

は
低
く
、
庶
民
の
住
宅
用
地
は
さ

ら
に
低
く
な
る
よ
う
に
、
使
用
目

的
に
応
じ
て
差
を
設
け
る
方
式

(

収
益
還
元
方
式
）
に
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。

復
興
財
源
と
し
て

●
２
０
１
４
年
６
月
か
ら
１
０
年

間
、
一
律
に
、
市
民
税
均
等
割
５
０

０
円
・
県
民
税
均
等
割
５
０
０
円
を

引
き
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
税
の
所
得
税
も
増
税

し
ま
す
。

●
２
０
１
３
年
１
月
か
ら
２５
年
間

に
わ
た
り
、
所
得
税
を
２
．
１
％
上

乗
せ
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、

▲
法
人
税
は
、
現
在
の
法
人
税
率

３０
％
を
２
５
．
５
％
に
減
税
し
、

そ
の
２
５
．
５
％
の
税
率
に
３
年
間

「
復
興
増
税
」
と
し
て
１０
％
の
付

加
税
を
つ
け
て
２
８
．
５
％
に
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
結
果
的
に
約

２
％
の
減
税
に
な
り
ま
す
。

お
ま
け
に
３
年
た
て
ば
、
そ
の
付

加
分
は
な
く
な
っ
て
４
．
５
％
の
大

幅
な
減
税
に
な
り
ま
す
。

国
民
に
は
こ
の
よ
う
な
減
税
措

置
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
向
こ
う

２５
年
間
に
わ
た
っ
て

丸
々
増
税

の
み
が
押
し
付
け
ら
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、

①
不
要
不
急
の
公
共
事
業
、
米
軍
へ

の
思
い
や
り
予
算
な
ど
米
軍
再
編

経
費
、
政
党
助
成
金
な
ど
を
中
止
す

る
。

②
法
人
税
減
税
と
証
券
優
遇
税
制

の
延
長
を
や
め
る
こ
と(
１０
年
間
で

１７
兆
円
確
保
可
能)

な
ど
に
よ
る
財

源
確
保
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

元
木
美
奈
子

美
勢

麻
里

秋
葉

要

田
村

耕
作

中
村
理
香
子

岡
本

善
徳

醍
醐

誠
一

西
山

幸
男

岡
野

純
子

辻
田

明

深
作

勇

末
益

隆
志

宮
坂

奈
緒

水
野

実

芦
田

由
江

宝

新

西
川

嘉
純

長
谷
川
清
司

折
本
ひ
と
み

柳

毅
一
郎

広
瀬

明
子

平成２４年度、浦安市一般会計・特別会計、補正
予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

固定資産税や住民税の増税を含む、浦安市税
条例の一部を改正する条例の制定について

● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

請願：高洲中央公園のモニュメント建設中止を求
める請願 請願者：浦安市高洲 長谷哲子 他３
７人

○ ○ ● ● ● ● ● ● ● 議 ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ○

発議：辻田明議長の信任決議の提出について ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○
退
席

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ●

発議：辻田明議長の不信任決議 『広瀬議員の
質問の途中で発言停止を命じたため』 提出者：
広瀬明子 賛成者：元木美奈子・みせ麻里・折本
ひとみ・水野実・柳毅一郎

発議：消費税増税法案の撤回を求める意見書の
提出について （日本共産党提出）

○ ○ ● ● ● ● ● ● ● 議 ● ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ○

発議：東京電力株式会社の電気料金値上げの
見直しに関する意見書の提出について （日本
共産党提出）

○ ○ ● ● ● ● ● ● ● 議 ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○

信任についての発議を先に審議し信任の結果となったため採決なし

否決
６対１４

否決
４対１６

陳情：６月議会には、市民の切実な要求である「子どもの医療費」についての陳情などが提出されましたが、議会運営員会で「審査採決なしで議員配布」と決定
してしまいました。日本共産党は審査採決するよう求めました。

みんな
の浦安

○
：
賛
成

無会派

●
：
反
対

議
：
議
長

可決
満場一致

可決
１７対３

公明党 きらり浦安 みらい復興浦安
日本
共産党

否決
６対１４

可決
１３対６



国
は
、
復
興
交
付
金
の
申
請
要
件
を
緩

和
し
て
、
被
災
者
や
自
治
体
が
柔
軟
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

浦
安
市
は
左
表
の
よ
う
な
液
状
化
対
策

を
行
う
た
め
、
そ
れ
に
必
要
な
費
用
を
２

４
８
億
円
と
想
定
し
、
国
に
「
復
興
交
付

金
」
を
申
請
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
宅
地
被

害
は
世
界
最
大
規
模
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

一
日
も
早
い
災
害
復
旧
と
と
も

に
今
後
の
液
状
化
被
害
に
備
え
た
街

づ
く
り
は
私
た
ち
の
切
実
な
願
い
で

す
。

復興担当大臣に畑野君枝元参院議員・小松実県議会議
員と申し入れ文書を手渡す党市議団＝５月２９日

昨年５月、日の出護岸を調査＝左から赤嶺政賢・
高橋ちづこ・塩川鉄也衆院議員、元木美奈子・み
せ麻里市議会議員、岡田幸子県議会議員

学校施設液状化対策事業
ほか２事業

約１６億円

道路液状化対策事業
ほか３事業

約７７億円

港・鉄鋼通り地区接続道路
整備事業 ほか３事業

約４億円

市街地液状化対策事業
ほか１事業

約１億円

下水道液状化対策事業
ほか１事業

約１４３億円

浦安絆の森整備事業
ほか１事業

約４億円

合計 １７事業
約２４８億円
（端数調整）

液状化対策事業

求
め
て
き
ま
し
た
。

５
月
２９
日
、
液
状
化
対
策
に
つ
い
て
、

国
に
「
支
援
の
充
実
を
求
め
る
」
申
し
入

れ
を
、
次
の
４
項
目
に
つ
い
て
行
い
ま
し

た
。■

液
状
化
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
対

し
て
被
災
者
生
活
支
援
法
の
適
用
要
件

の
緩
和
を
さ
ら
に
図
り
、
支
給
対
象
の
拡

大
と
支
援
金
の
上
限
を
引
き
上
げ
る
こ

と
■
復
興
交
付
金
に
つ
い
て
液
状
化
対

策
を
原
型
復
旧
に
と
ど
め
ず
、
再
液
状
化

対
策
と
し
て
柔
軟
に
活
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と

■
市
街
地
液
状
化
対
策
推
進
事
業
に

お
い
て
宅
地
所
有
者
の
個
人
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と

■
被
災
自
治
体
の
災
害
復
旧
費
は
国

の
責
任
で
全
額
を
措
置
す
る
こ
と

国
は
復
興
交
付
金
の
基
幹
事
業
の

一
つ
と
し
て
「
液
状
化
対
策
推
進
事

業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は

道
路
や
下
水
道
な
ど
と
そ
れ
ら
に
隣

接
す
る
戸
建
て
住
宅
の
液
状
化
対
策

を
一
体
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
液

状
化
の
再
発
防
止
を
目
指
す
事
業
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
公
共
施
設
は
全
額
国

の
負
担
で
賄
わ
れ
る
も
の
の
、
宅
地
部

分
は
所
有
者
負
担
と
な
り
、
宅
地
の
液

状
化
対
策
に
対
し
て
直
接
の
公
的
な

支
援
制
度
に
は
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

事
業
の
実
現
の
可
能
性
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
「
取
り
崩
し
型
復
興

基
金
」
や
「
効
果
促
進
事
業
」
を
活
用

し
、
個
人
負
担
を
軽
減
す
べ
き
と
求
め

て
い
ま
す
。

災
害
の
復
旧
・
復
興
に
は
従
来
の
枠
を

超
え
た
公
的
支
援
策
が
不
可
欠
で
す
。

党
市
議
団
は
党
国
会
議
員
・
県
議
会
議

員
と
連
携
し
、
国
に
対
し
て
被
災
者
と
自

治
体
の
負
担
軽
減
を
機
会
あ
る
ご
と
に

も
と
め
て

市
は
２７
年
度
ま
で
に
復
旧
工
事
を

終
了
す
る
予
定
で
す
。
災
害
復
旧
費
用

を
３
０
２
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
国
か
ら
は
災
害
査
定
に
基
づ
く
補

助
金
や
震
災
復
興
特
別
交
付
税
な
ど

約
２
４
５
億
円
の
支
給
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
残
り
５７
億
円
は
自
前
で
確

保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
市
は
受
益
者
負
担
の
見
直
し
が

必
要
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
の
値

上
げ
な
ど
、
市
民
へ
の
負
担
増
を
検
討

中
で
す
。

し
か
し
、
決
定
額
は
約
５４
億
円
に
と

ど
ま
り
、
今
後
、
他
の
交
付
金
も
見
込
め

る
と
し
て
い
ま
す
が
約
１
３
０
億
円
は

自
前
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

態
で
す
。

液
状
化
被
害
で
傾
い
た
家
屋
の
地
盤
復

旧
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、

支
援
金
が
少
な
い
た
め
に
、
今
も
な
お
補

修
工
事
に
ふ
み
き
れ
な
い
方
や
充
分
な
地

盤
対
策
が
実
施
で
き
な
い
方
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
国
の
対
象
は
全
壊
・
大

規
模
半
壊
に
止
ま
り
、
半
壊
や
一
部
損
壊

は
対
象
外
で
す
。


